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株式会社マイスターエンジニアリング

伊藤忠エレクトロニクス株式会社

ワンストップ・リコール製品回収代行サービスのご提案

http://recall.market.jp

～ コスト効率良く回収率をＵＰする、新ソリューション ～
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伊藤忠エレクトロニクスとは

商号 伊藤忠エレクトロニクス株式会社 ITOCHU ELECTRONICS CORP.

本社 〒150-6016 東京都渋谷区恵比寿4-20-3 恵比寿ガーデンプレイスタワー16F
TEL: 03-6408-1780    FAX: 03-6408-1801

代表取締役 辻 豊久

設立 1982年1月

資本金 1億5千万円

株主 伊藤忠商事株式会社
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

従業員数 133名

事業内容 ・ｅコマース事業
・ｅＣＲＭ事業
・ｅビジネス・インキュベーション/サービス事業
・ｅビジネス/ＩＴコンサルティング事業
・マーケティング/プロモーション事業

私ども伊藤忠エレクトロニクスは、
伊藤忠商事および伊藤忠グループ各社の強みである専門分野でのノウハウを複合的に活用し、
互いに密接な連携を持ちながら、幅広いビジネス活動を展開しております。
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現在のリコールの現状

様々な製品事故が発生し、消費者の安全性への関心
が高まる中、2007年5月14日から施行された改正消費
生活用製品安全法によって、消費生活用製品に対す
る重大製品事故報告が義務付けられました。その結
果、リコール件数も増大し、公的な技術基準の強制だ
けでは製品の安全性が確保できないという現状に直
面する一方、新たに今年4月からは「長期使用製品安
全点検・表示制度」も施行され、供給事業者は製品の
安全性のみならず、製品の経年劣化への対応も余儀
なくされることとなり、取り巻く環境はますます消費者
重視へとシフトしています。

危険な製品や欠陥製品は、消費者のみならず供給業
者にとっても極めて重大な結果を招く可能性をはらん
でいます。こうした製品が市場に流れることを未然に
防ぐ対策を優先課題としなければなりませんが、万が
一市場に出回ってしまった時は、速やかにかつ効率
的に市場および消費者からそれを引き揚げることので
きる体制を整えることが極めて重要となります。

消費者
重視

消費者
重視

スピードスピード 効率効率

リコールを取り巻く
状況 企業様がリコールを実行しようとする場合、大きく２つのケースに分類できます。

◆何らかの理由により販売先（顧客）
の多くが不明、リストを入手できない

◆販売された顧客リストが有る

新たに求められる顧客リスト収集手段・・・

これまでの広報・宣伝手法に
＋アルファが必要！

【課題】

およそ半数の
製品で

回収率30％未
満

販売から10年以上経過した製品では
製品回収率10％前後

9社で1億円を越えた
と解答

中には20億円越のケ
ースも…

①多くの企業様では、自社のユーザーリストが
未整備、または不完全（特に10年以上前の製品）

②回収予算の配分

③回収計画の実行効率の低さ
（人員の配置、回収期間の設定等）

消費者に安全上問題が生じる可能性がある、
又は生じた場合

●緊急性が高い ⇒ スピード が重要

Case 
１

安全に使用するための予防的措置として回収す
る場合

●計画性が必要 ⇒ 効率重視

Case 
2

現状のリコール製品回収システム

製品事故発生、公的機関に報告

①事故内容と製品番号等の告知

●チラシの配布
●テレビ・ラジオ・ウェブ等による告知
●ＤＭ等の発送

何れも消費者からのアプローチを促す形式の「待ちの
姿勢」のため時間的なロスが膨大で、その間、消費者
の危険は増し企業は疲弊していきます。

②交換・回収開始
●往復宅配便を用いた回収

リコール発生は企業側のみの責任と認知されるので
謝罪の姿勢が一貫して感じられなければ、消費者の
理解と協力は得にくいと考えられます。

※１） 経済産業省に「重大事故」の報告があった企業のうち、
主要36企業を対象に日本経済新聞社が実施した、「リコール
の実施状況」を問うアンケートより

※１）
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アウトバウンド型テレマーケティングを活用した新ソリューション！

電話のメリット

○ 地域の絞込みが容易（郵便番号、住所が明確）

○ コスト効率が良い

○ 電話は情報弱者に伝えやすい通信手段

新ソリューション ワンストップリコール

「製品事故情報に関する意識調査」
調査実施期間 : 2008年7月21日～7月22日
回答者数 : 1,675人 (男性698人、女性977人) 

『リコールに関する情報の案内は電話でも
かまわない』 と回答した人が８割超

製品事故に関する意識調査

不具合情報の告知に電話を希望
した人が33.8％で２位
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■ハイブリッドコールによる発掘： 対象エリアの家庭用電話にリコール情報を自動発信。専門のオペレータが素早く対応し、スムーズに回収車を手配
オートコール（自動音声電話）により、電話帳の記載番号などから対象地域の家庭用電話へ無作為にリコール情報を発信し、専門のオペレータが送られたリコール情報に反応した家庭をキャッチし、
リコールの対象製品であるかを調査するサービス。迅速に不特定多数の中から製品の行方を顕在化します。

■赤帽ドライバーによる回収作業： 回収スタッフが取り外しや梱包等の作業まで丁寧に行うことで、作業時の事故発生を防ぎ、お客さまの負担を軽減
回収先まで訪問し、取り外しや梱包作業など、お客さまの都合に合わせたオーダーメイド回収をいたします。また、回収できない案件（住設機器や簡単に取り外せない製品の場合）は、回収スケジュール
と回収経路の計画に沿って、メーカー技術者様同行で部品をお届けし、現場修理も可能です。

調査設計 回収・交換・修理 報告

●回収計画立案
-架電対象エリア
-架電話件数 など

●音声スクリプト作成

●オペレータ用マニュアル
作成

●電話帳データ （最大約2400万件）、
および携帯電話に一斉架電、不特定
多数の中からリコール製品の行方を
顕在化 （絞込み）

リコール製品を所有している確率が
高い消費者を、リアルタイムで
オペレータがチェック！

●所有している確率が高い消費者に
架電し確認。

●リコール製品の所有が
認められた場合は、
ただちに赤帽に回収指示。

◎時間を置かずに再アプローチし、
機会損失を防ぐ。

発掘した保有者データは
赤帽と共有。

◎テストオペレーションにより
サンプルの抽出が可能。
⇒市場残存率を予測可能

●回収先まで訪問し、
取り外しや梱包作業など、
お客様の都合に合わせた
オーダーメイド回収が可能。

●メーカー様の技術者様同行にて
修理部品をお届けし、現場での
修理実施も可能。

ワンストップリコール 概要

どこにいるか分からないリコール対象製品所有者を、“ハイブリッドコール”によって掘り起こします！

回収・交換まで、スピーディにワンストップでご提供します。

改善・回収計画の立案が容易になり、予算・スピードをコントロール可能に！！

所有者発掘：
ハイブリッドコール

オートコール ［自動音声電話］ オペレータコール

◎架電速度： 300回線使用時
およそ70,000件～100,000件/日

低コストかつ人間には不可能な
速さで架電し、候補者リストを作成！

絞り込まれた候補者に詳細を
確認するから、効率が良く確実！

お客様の時間的負担を少なくし、
丁寧な対応で

貴社の信用回復に貢献！！




